
窓際の　片隅で
止まっていた物語が

たった一人　目があった
瞬間廻り始めた

大事に隠した胸の　その奥の心
開けて仕舞えば　進んで仕舞えば
もう戻れないもう戻れない

嗚呼　狂おしいほど求めた
薄く紅滲んだその唇
ねえ　惑わさないでおくれ
胸に刻まれた呪い

開花-Activation-

嗚呼　これが禁忌への道でも
その結末は悲劇となれどその結末は悲劇となれど
ねえ　今宵は踊り明かそう
光り輝く月の下で

これは夢？　何時の夢？
受け継がれた悲劇の音が

たった一つ　感情へ
「行かないで」と呟いた

必死に隠した牙も　呪いに魅せられ
嘲るように　諭すように

自我をめくる

嗚呼　求めるほど壊れる
絶えず叫び続けるペルソナ
ねえ　胸が張り裂けそうで

「やめて、これ以上堕ちていけば「やめて、これ以上堕ちていけば――」

反転-Inversion-

嗚呼　これが運命の罠でも
その選択が罪科となれど
ねえ　最期のキスは君と

赤く輝く月の下で

嗚呼　狂おしいほど求める
きっとその呪いは【恋】と呼ぶきっとその呪いは【恋】と呼ぶ

嗚呼　狂おしいほど求めた
青く血を交わしたその首筋

ねえ　知っていたはずでしょう？
胸に刻まれた呪い

再起-Reincarnation-

嗚呼　朽ちた意識の余熱は
赤く塗れたこの手伸ばした赤く塗れたこの手伸ばした

ねえ　次の夜は【愛】し合おう
光り輝く月の下で


